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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
島成分がポリアミド樹脂とカーボンブラックのみからなり、海成分がポリエチレンからな
る単繊度１～１２デシテックスのポリアミド系海島型繊維において、島の繊度が０．１デ
シテックス以下であり、該ポリアミド中にカーボンブラックを４～１０重量％含有してお
り、かつ該カーボンブラックを含有した状態でのポリアミドのメルトフローレートが３～
７であり、ポリエチレンを抽出した後の極細ポリアミド繊維集束体の強度が３．６ｃＮ／
ｄｔｅｘ以上であることを特徴とするカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維。
【請求項２】
数平均分子量１１０００～２００００の無着色ポリアミド（Ａａ）および同範囲の数平均
分子量を有しカーボンブラックを含有した原着用ポリアミドマスターバッチ（Ａｂ）、な
らびにポリエチレン（Ｂ）からなり、下記（１）、（２）式を同時に満足する混合物を溶
融紡糸延伸して得ることを特徴とする請求項１記載のカーボンブラック含有ポリアミド系
海島型繊維の製造方法。
（１）ＭＦＲ・Ａａ＝３～３５、 ＭＦＲ・Ａｂ＝０．２～３
（２）０．０８≦ＷＡｂ／ＷＡａ≦１
ただし上記式中、ＭＦＲ・ＡａとＭＦＲ・ＡｂはそれぞれＡａのメルトフローレートとＡ
ｂのメルトフローレートを意味する。ただしメルトフローレートはいずれもオリフィス口
径：２ｍｍφ、荷重：３２５ｇで測定した紡糸温度における値である。またＷＡａおよび
ＷＡｂはそれぞれ上記混合物中のＡａ、Ａｂの重量を意味する。
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【請求項３】
請求項１記載のカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維からポリエチレンを除去し
て得られるカーボンブラック含有ポリアミド極細繊維からなる絡合不織布と該不織布に付
与された弾性重合体からなる皮革様シート基体。
【請求項４】
カーボンブラック含有ポリアミド極細繊維と弾性重合体からなる皮革様シート基体を製造
するに際し、下記（１）～（３）の工程を順次行うことを特徴とする皮革様シート基体の
製造方法。
（１）請求項１記載のカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維を主体に構成された
繊維絡合不織布を製造する工程
（２）該繊維絡合不織布に弾性重合体を付与する工程
（３）該繊維中のポリエチレン成分を除去する工程
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、スエード調あるいはスムース調の皮革様シートの基体として用いられるシート
及びその製造方法に関する。さらに詳しくは外観、風合いが良好で濃発色性、機械的物性
に優れ、更に加工性に優れた皮革様シート基体およびその製造方法ならびにそれに用いら
れる顔料含有ポリアミド系海島型繊維に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ポリアミドを極細繊維成分とする不織布と弾性ポリマーからなる皮革様シートは、
ポリエステルを極細繊維成分とする不織布からなるものまたは通常繊度の繊維の不織布か
らなるものに比較して、より柔軟で折れシボ感に優れるなど天然皮革に類似した風合いを
もつ素材として高く評価されてきた。この様なポリアミドを極細繊維成分とした皮革様シ
ートを製造する方法としては、海島型または分割型のポリアミド極細繊維発生型繊維の不
織布に弾性ポリマーを含浸する前または含浸した後に、溶剤または薬品などで処理して繊
維成分の１成分を溶解または分解除去してポリアミド極細繊維と弾性ポリマーからなる繊
維質シートとする方法が広く行われてきた。
【０００３】
一般に、極細繊維は通常繊度の繊維に比較して染色性が劣るため、極細繊維からなるスエ
ード素材などを染色し、濃色の色目を出そうとした場合には大量の染料を必要とし、耐光
堅牢度、染色堅牢度等の品質面、およびコスト面などの問題がある。これらに対する対策
として、極細繊維成分に顔料を添加する方法、いわゆる原料着色（原着と言う）と称され
る方法により、耐光堅牢度、染色堅牢度等の品質を向上しようとすることも多数提案され
ている。
【０００４】
例えば島成分のポリエチレンテレフタレートにカーボンブラックを１％添加した海島型複
合繊維が特公昭４８－１１９２５号公報に、また赤色顔料を５％添加した６－ナイロンを
島成分とする混合紡糸繊維が特公昭５５－５０４号公報に、カーボンブラックを５％添加
した６－ナイロンを島成分とする混合紡糸繊維が特公昭５９－１２７８５号公報に、カー
ボンブラックを主成分とする顔料を５％添加して重合したポリエステルとポリアミドがサ
イドバイサイドに並んだ多層中空貼り合せ繊維が特公昭５９－４４４１６号公報にそれぞ
れ提案されている。
しかしながら、０．１デシテックス以下のポリアミド極細繊維の発色を充分にさせるため
には、顔料を３～１０％添加しなければならず、顔料の添加による溶融粘度の上昇のため
、紡糸時の糸切れ、孔詰まり、フィルター詰まりなどによる紡糸性の悪化、繊維物性の低
下を余儀なくされ、濃色化と機械的物性の両立した皮革様シート基体とはならなかった。
【０００５】
また、これらの紡糸性および繊維物性の改良として、特公昭５４－３７９９７号公報にポ
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リアミドの重合時にカーボンブラックを添加しさらに分散剤を添加する方法が、また特開
平４―５０２６５号公報に液状ポリエステルを顔料の分散剤として用いたポリアミド原着
用液状顔料を添加する方法が、また特開平４－３５２８１４号公報にはポリアミド樹脂の
減粘効果をもつ化合物の添加が、また特開平８―１５７７１３号公報には、ポリアミド原
着用マスターバッチにおいて、該ポリアミド樹脂に酸変性ポリオレフィン、酸変性ポリエ
ステルの微粉末を分散させる方法がそれぞれ提案されている。
しかしこれらの分散剤、減粘剤を含有するマスターバッチを用いたのでは、ポリアミドの
溶融紡糸時に分散剤の分解、増粘による凝集、相分離また減粘剤の発泡、相分離が生じ、
紡糸口金からのベンディングや断糸が生じ、特に濃色化のため着色剤含有率を１％／原着
糸重量以上にするとこの傾向が益々顕著になり、このことがポリアミド原着糸の生産性と
繊維物性を阻害する大きな原因となり、濃色化と機械的物性を兼ね備えた皮革様シート基
体とはならなかった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、従来技術の問題点を解消し、ポリアミド原着糸の製造に際し、高濃度で着色剤
を含有しても、溶融紡糸時にベンディングや断糸が実質的に発生せず、製糸時の工程安定
性と繊維物性に優れた着色ポリアミド系極細繊維発生型繊維を提供し、またそれを用いた
濃色化と機械的物性を兼ね備えた皮革様シート基体を提供しようとするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記目的を達成するため鋭意検討した結果、島成分がポリアミド樹脂とカ
ーボンブラックのみからなり、海成分がポリエチレンからなる単繊度１～１２デシテック
スのポリアミド系海島型繊維において、島の繊度が０．１デシテックス以下であり、該ポ
リアミド中にカーボンブラックを４～１０重量％含有しており、かつ該カーボンブラック
を含有した状態でのポリアミドのメルトフローレートが３～７であり、ポリエチレンを抽
出した後の極細ポリアミド繊維集束体の強度が３．６ｃＮ／ｄｔｅｘ以上であることを特
徴とするカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維により上記目的が達成されること
を見出した。
【０００８】
　またこのようなカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維は、数平均分子量１１０
００～２００００の無着色ポリアミド（Ａａ）および同範囲の数平均分子量を有しカーボ
ンブラックを含有した原着用ポリアミドマスターバッチ（Ａｂ）、ならびにポリエチレン
（Ｂ）からなり、下記（１）、（２）式を同時に満足する混合物を溶融紡糸延伸すること
により得られる。
（１）ＭＦＲ・Ａａ＝３～３５、 ＭＦＲ・Ａｂ＝０．２～３
（２）０．０８≦ＷＡｂ／ＷＡａ≦以下１ただし上記式中、ＭＦＲ・ＡａとＭＦＲ・Ａｂ
はそれぞれＡａのメルトフローレートとＡｂのメルトフローレートを意味する。ただしメ
ルトフローレートはいずれもオリフィス口径：２ｍｍφ、荷重：３２５ｇで測定した紡糸
温度における値である。またＷＡａおよびＷＡｂはそれぞれ上記混合物中のＡａ、Ａｂの
重量を意味する。
【０００９】
　さらに、このようなカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維からポリエチレンを
除去して得られる顔料含有ポリアミド極細繊維からなる絡合不織布と該不織布に付与され
た弾性重合体からなる皮革様シート基体は上記したような優れた性能を有する。そして、
このような皮革様シート基体は、下記（１）～（３）の工程を順次行うことにより製造さ
れる。
（１）上記のカーボンブラック含有ポリアミド系海島型繊維を主体に構成された繊維絡合
不織布を製造する工程
（２）該繊維絡合不織布に弾性重合体を付与する工程
（３）該繊維中のポリエチレン成分を除去する工程
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　そして、本発明において、上記顔料としてはカーボンブラックがもっとも適している。
【００１０】
顔料を添加したポリアミドを島成分にして海島繊維を形成し、その後に海成分を除去して
着色されたポリアミド系極細繊維を得る方法は公知である。このような紡糸方法において
は、一般に顔料の添加量が低い条件に限定され、目的の濃発色性が得られなかったり、ま
た顔料の添加により溶融粘度が上昇し顔料の分散性が悪くなり、それによるフイルター詰
まり、ノズル孔詰まり等による紡糸性の悪化により工業的に安定的に紡糸できる時間が短
く、また得られる繊維の性能が人工皮革体として不充分である等の欠点を有している。
本発明では、顔料を含有した状態でのポリアミドのＭＦＲを本発明の特定の範囲において
混練して用いることに大きな特徴がある。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明におけるＭＦＲは、ＪＩＳ－Ｋ７２１０に準じて、メルトインデクサーを用い２ｍ
ｍφの口径で３２５ｇの荷重をかけたときの紡糸温度における１０分あたりの吐出重量で
ある。
目的量の顔料を混練された状態でのポリアミドの紡糸温度におけるＭＦＲは３～７の範囲
になければならない。さらに好ましくは４～６の範囲である。ＭＦＲが３未満の場合（溶
融粘度が高い）には、顔料の分散が充分行われず、分散性が悪くなり、それによるフイル
ター詰まり、ノズル孔詰まり等による紡糸性の悪化、また得られる繊維の性能が人工皮革
として不充分なものとなる。またＭＦＲが７を超える場合（溶融粘度が低い）には、ポリ
アミドの紡糸時の流動性が大きく、押し出し機で混練中は顔料の分散性は良いが、配管移
送中、ノズルパック内等の混練部のない箇所で均一な分散を維持することができなく、顔
料粒子の再凝集がおこり、それによるフイルター詰まり、ノズル孔詰まり等による紡糸性
の悪化、また得られる繊維の性能が人工皮革として不充分なものとなる
【００１２】
染料による極細繊維の濃色化の染色法の問題点を解決する一手段として顔料を用いてポリ
アミドを着色する方法が知られている。この方法の具体的方法としてポリアミドの重合時
に顔料を添加する方法があるが、ポリアミドの生成原料には塩ないしはアミノ酸のような
イオン性物質が存在し、またラクタム化合物でもその重合過程でアミノ酸を生成し、これ
らのイオン物質が顔料の凝集を促進し、顔料粒子を均一に分散しての重合過程において凝
集しやすく均一な分散状態ととなり難い。この方法は、ポリアミド重合と同時に原着ペレ
ットが出来上がりプロセス的には簡単な方法であるが、重合設備ラインの洗浄に多大の労
力を伴うデメリットを有する。
そこで本発明では、ポリアミドの未着色ペレットと顔料をエクストルーダーなどのコンパ
クトな設備を用いてポリアミドの溶融状態で混練した後ペレット化したマスターバッチを
使用することが好ましい。
【００１３】
マスターバッチに使用する着色剤としては、アゾ系、フタロシアニン系、ペリレン系、ア
ンスラキノン系などの有機顔料系、カーボンブラック、ベンガラ、酸化チタン、群青など
の無機顔料を挙げることができる。しかし極細繊維を工業的に得る最も有力な方法として
、本発明のごとく可細化繊維を用いて、その一成分を除去もしくは剥離させる手段が知ら
れているが、一般的にそのような可細化処理工程では有機溶剤を使用するため有機顔料系
は顔料の一部が溶剤中に溶け出す欠点があるので、無機顔料系が適しているが、本発明の
０．１デシテックス以下の極細繊維では無機顔料系のなかで粒子径の小さいカーボンブラ
ックが紡糸の糸切れ、繊維物性の安定性の点で最適である。
カーボンブラックには、チャンネルブラック、フアーネスブラック、サマールブラックな
どがあるが、本発明で使用するカーボンブラックはそれ自体の種類を何ら限定するもので
はないが、その粒子径が１５～３５ｎｍが好ましい。粒子径が小さすぎるとかえって粒子
が凝集し粗大粒子となり、また大きすぎると分散性が悪く、紡糸時のフイルター詰まりを
おこしノズル交換の周期が短くなったり、糸切れやケバの発性、繊維物性の低下の原因と
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なる。より好ましくは、２０～２５ｎｍである。
【００１４】
本発明で用いられるポリアミドは、ナイロン－６、ナイロン６６、ナイロン１２、ナイロ
ン－１０、またはこれらの共重合ポリアミド類から選ぶことができる。本発明のポリアミ
ドとしては、特にナイロン－６またはナイロン－６６がポリエチレンとの取り扱い性、溶
融特性などの点で好ましい。
またマスターバッチのポリアミドとしては、着色されるポリアミドと融点がほぼ同一で同
類のポリアミドが顔料の分散安定性の点で好ましい。
また使用するポリアミドの数平均分子量は、１１０００～２００００の範囲が好ましい。
数平均分子量が１１０００より小さい場合、繊維物性が不足し人工皮革として使用不可能
なものとなる。また２００００より大きい場合、紡糸、延伸時の延糸性が悪くなり糸切れ
、毛羽立ちが生じ易くなる。また目的とする極細の繊度が得られにくいものとなる。
【００１５】
本発明のポリアミド原着用マスターバッチにおけるカーボンブラック含有量は、ポリアミ
ド樹脂に対して１０～４０重量％が好ましく、より好ましくは１５～２５重量％である。
カーボンブラックの含有量が低い場合、高濃度の原着繊維を得るために多量のマスターバ
ッチを使用しなければならずコスト面で不利である。また４０重量％より高い場合には、
溶融押出し機中のカーボンブラックの分散性が不均一となり易く、紡糸断糸の増加を招き
紡糸工程性の劣るものとなり、また得られた極細繊維も物性の劣ったものとなる。
【００１６】
本発明で使用するポリアミド系極細繊維の繊度は０．１デシテックス以下である。通常濃
色品を得ようとする場合、繊度を太くして発色性を向上させるといった手法が取られるが
、その場合得られる皮革様シートは風合が硬く、スエードに仕上げた場合表面のタッチの
劣ったものとなる。繊度が０．１デシテックスより大きくなるとこの傾向が顕著となる。
【００１７】
一般に０．１デシテックス以下の極細繊維に含有されるカーボンブラックの量は、紡糸性
、得られる糸の物性の点から３重量％未満である。しかし含有量が３重量％未満の場合に
は、使用染料低減効果は小さく、濃色へ染色する際、多量の染料を要し、耐光堅牢度、染
色堅牢度およびコストの面で実用に供することは出来ない。また、含有量が１０重量％を
越える場合には、紡糸中にカーボンブラックの分散不良あるいは再凝集が生じ、紡糸断糸
回数の増加が顕著になる。また得られた繊維は物性の劣ったものとなり、人工皮革用基体
に供することの出来ないものとなる。
本発明においては、ポリアミドおよび顔料を含有した原着用ポリアミドマスターバッチを
ＭＦＲ、組成比を前記範囲で使用し、カーボンブラックを含有した状態でのポリアミド極
細繊維のＭＦＲを３～７にすることで、良好な紡糸性を保ったまま顔料を３～１０重量％
の高濃度含有した人工皮革用基体に使用できる物性を有する０．１デシテックス以下の極
細繊維を得ることを特徴とする。
【００１８】
本発明においては、顔料を含有した状態でのポリアミド極細繊維のＭＦＲを３～７にする
ためには、ＭＦＲが３～３５の無着色ポリアミドとＭＦＲが０．２～３であり顔料を含有
した原着用ポリアミドマスターバッチを組み合わせることによって得られる。無着色ポリ
アミドのＭＦＲが３未満の場合には、ポリアミド全体の溶融粘度が高過ぎ、紡糸時、顔料
の分散、移行が充分に行なわれない。逆に３５を越える場合には、ポリアミド全体の溶融
粘度が低く配管移送中等混練の無い箇所で均一な分散を維持できなくなり、顔料の再凝集
が発生し、いずれにしても、それによるフィルター詰まり、ノズル孔詰まり等による紡糸
性の悪化を招く。また得られる繊維の性能も人工皮革として不充分なものとなる。顔料を
含有した原着用ポリアミドマスターバッチについては、ＭＦＲが０．２未満の場合も、紡
糸時の溶融混連中の際、顔料が未着色ポリアミド全体に分散しずらいものとなり、紡糸性
の悪化を招く。また、マスターバッチ中の顔料の濃度を低くしたり、低分子量のポリアミ
ドを使用してマスターバッチのＭＦＲを３を越えるようににし、顔料の分散性を向上させ
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ることが試みられているが、前述のごとく、マスターバッチ中の顔料濃度を低くするとマ
スターバッチの必要量が必然的に増え、生産性の低下、コストの増加に加え紡糸時の分散
性の悪化から紡糸性不良を招く。また１１０００未満の数平均分子量のポリアミドをマス
ターバッチに使用することは、物性の劣った繊維が得られ、人工皮革基体として使用出来
ない。なお本発明で言う無着色ポリアミドとは、着色剤を全く含まないポリアミドはもち
ろんのこと、本発明を損なわない範囲内で少量の着色剤を含んでいる場合も包含している
。
【００１９】
本発明における繊維中の無着色ポリアミドと原着用ポリアミドマスターバッチの重量比（
ＷＡｂ／ＷＡａ）は０．０８≦ＷＡｂ／ＷＡａ≦１の範囲が好ましい。
この重量比が０．０８未満の場合には、繊維中の顔料濃度を３～１０重量％にしようとす
ると、マスターバッチ中の顔料の濃度は４０重量％を越えるものとなり、前述のように顔
料の分散、移行性を悪くし、また、１よりも大きい場合は、未着色ポリアミドが少ないた
め、かえって顔料の移行性を悪化させる。いずれも前述したように、紡糸時の顔料の分散
性の不良から紡糸性不良および糸物性の低下を招く。
【００２０】
また本発明で用いられるポリエチレンとしては、通常工業的に利用されているポリエチレ
ンがいずれも使用でき、密度０．９１０～０．９２５ｇ／ｃｍ3の低密度ポリエチレン、
同じく密度０．９２６～０．９４０ｇ／ｃｍ3の中密度ポリエチレン、同じく密度０．９
４１～０．９６５ｇ／ｃｍ3の高密度ポリエチレンのいずれであってもよい。中でも炭素
数が４～８の α－オレフインとエチレンを共重合させることによって得られる直鎖状低
密度ポリエチレンとして市販されているものは、その取り扱い性、溶融特性、紡糸性、温
水用中延伸性、溶解除去性の観点からとくに好ましい。またかかるポリエチレンの紡糸時
のＭＦＲは２０～１００の範囲にあるのが好ましい。
【００２１】
本発明における紡糸形態はポリアミド成分が島、ポリエチレン成分が海の海島型繊維を形
成するものなら溶融混合紡糸、複合紡糸いずれでも良い。紡糸温度は２４０～２９０℃、
未延伸糸の捲取速度は２００～８００ｍ／分が好ましい。得られた未延伸糸はその後に延
伸され、太さが１～１２デシテックスの海島型繊維とする。延伸温度は、５０～９５℃、
延伸倍率は２～５倍が好ましい。さらに得られた延伸糸は捲縮の後、一般的に１５～８０
ｍｍにカットされる。
【００２２】
上記のごとくしてポリアミド成分が島、ポリエチレン成分が海の海島型繊維のカットファ
イバーを得て、さらに人工皮革基体とするために以下の工程を順次実施する。
（１）カットファイバーを用いて絡合不織布を製造する工程、
（２）不織布に弾性重合体を付与する工程、
（３）繊維からポリエチレンを溶解除去する工程、
【００２３】
まず該海島型繊維をカードで開繊し、ウェッバーを通してランダムウェッブまたはクロス
ラップウェッブを形成し、得られた繊維ウェッブを所望の重さおよび厚さに積層する。か
かるポリアミド系海島型繊維は単独で、又はそれ以外の繊維、例えば通常の太さを有する
非海島型繊維（単繊維繊度が０．５～２．０デシテックス）と目的にあわせて混合しても
よい。
次いで、ウェッブを公知の方法でニードルパンチ処理し不織布とする。ニードルパンチし
た繊維絡合不織布を加熱、プレスして所望の厚さに調整する。次いで該不織布に弾性重合
体組成液を含浸する。含浸する弾性重合体としては従来から人工皮革基体の製造に用いら
れている樹脂が好適に用いられる。例えばポリウレタン系樹脂、ポリ塩化ビニール樹脂、
ポリアクリル酸系樹脂、ポリアミノ酸系樹脂、シリコン系樹脂およびこれらの共重合、こ
れらの混合物が使用出来るが、凝固により均一なスポンジ構造が得られる点、機械的物性
が優れているなどの点からポリウレタン系樹脂が好適に使用される。弾性重合体は弾性重
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合体を主体として、重合体に着色剤、凝固調節剤、安定剤、酸化防止剤等を配合し、有機
溶剤溶液または水系エマルジョン液として使用する。
【００２４】
該弾性重合体組成液を含浸した繊維絡合不織布を次いで該重合体の非溶剤で処理して弾性
重合体を凝固させ、必要に応じて洗浄し、乾燥して繊維質基体とする。繊維質基体に占め
る弾性重合体の量は固形分として１０～６０重量％が好適である。この弾性重合体の量は
それぞれの用途に応じて使い分ければよく、例えばスエード調に仕上げる場合には１０か
ら４０重量％が好適な範囲であり、銀付きの人工皮革に仕上げる場合には３０から６０重
量％が好適な範囲である。
【００２５】
弾性重合体を含浸凝固させた繊維質基体を、繊維中のポリアミド及び弾性重合体の非溶剤
であり且つポリエチレンの溶剤である処理液、例えばトルエン、キシレンなどの炭化水素
系溶剤、または分解剤で処理することによりポリエチレンを繊維から除去し、ポリアミド
極細繊維と弾性重合体とからなる人工皮革基体とする。
該人工皮革基体に、起毛処理、染色、整毛等の仕上処理を施し、スエード調の人工皮革製
品とする。また、該人工皮革基体に、グラビア塗布により表面被覆樹脂層を形成し、そし
てその表面をエンボス処理することにより、あるいは該人工皮革基体にフィルムを積層す
る等の処理を施し、エンボス処理することにより、更に、該人工皮革基体の表面を熱エン
ボスして、樹脂層を形成し、必要によりエンボス処理することにより銀面付きの人工皮革
製品とすることもできる。
【００２６】
【実施例　】
以下本発明の実施態様を実施例により説明するが、本発明はこれら実施例に限定されるも
のではない。なお、実施例中の部、％はすべて重量に関するものである。実施例および比
較例において抽出糸物性等の評価は以下の方法によった。
【００２７】
[抽出糸物性］
実施例１に記述の紡糸、延伸後の繊維を繊維束のまま枠に固定して繊維からポリエチレン
をトルエンで８０℃で抽出し、乾燥した後、引張試験機でチャック間距離１０ｃｍ、引張
速度１００ｍｍ／ｍｉｎでの破断強度、伸度を測定した。
【００２８】
実施例１
数平均分子量１３０００、ＭＦＲ＝１７のナイロン－６を８０部に一次粒子径２０nmのカ
ーボンブラックを２０部加え溶融押出し機にて溶融混合し、得られたストランドを水冷後
カッティングし原着用ポリアミドマスターバッチを得た。この原着用ポリアミドマスター
バッチのＭＦＲを測定したところ０．５であった。
該原着用ポリアミドマスターバッチ２０部と、数平均分子量１３０００でＭＦＲ＝１７の
ナイロン－６チップ３０部と、ＭＦＲ＝４０の直鎖状低密度ポリエチレンチップ５０部を
チップブレンダーで混合し、全ポリアミド：カーボンブラック＝９２：８の割合であるナ
イロン－６、原着用ポリアミドマスターバッチおよび直鎖状低密度ポリエチレンチップか
らなる混合物を得た。
この混合物を、紡糸孔数２４個の通常の溶融紡糸装置に導入し、紡糸温度２９０℃で紡糸
し、ナイロン－６が島でポリエチレンが海となっている単繊維デニールが１１デシテック
スの未延伸糸を得た。断糸回数は２４時間紡糸し０回であり紡糸性は良好であった。この
未延伸糸を、延伸温度８０℃．延伸速度５０ｍ／分で３．０倍に延伸して、単繊維デシテ
ックスが３．７デシテックスの混合紡糸繊維の延伸糸を得た。
【００２９】
この混合紡糸繊維の延伸糸を８０℃のトルエン中に３０分間浸漬し、ポリエチレンを実質
的に全部抽出したところ、カーボンブラックを８％含有している平均繊度０．００６デシ
テックスの極細ポリアミド繊維の集束体からなる糸条が得られた。得られた極細ポリアミ
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ド繊維のＭＦＲは４．２であった。また極細ポリアミド繊維の物性は、破断強度が３．６
cN/dTex、伸度が５６%であり、十分人工皮革として使用できる強度を有していた。
【００３０】
次いで、この混合紡糸繊維の延伸糸を捲縮、カットし、カット長さ５１ｍｍのステープル
を得た。このステープルをカージングし、重ね合わせてニードルパンチして目付５００ｇ
／ｍ2の不織布を作製した。この不織布にポリエーテル系ポリウレタンの１５％ジメチル
ホルムアミド溶液を含浸し、ジメチルホルムアミド水溶液により湿式凝固し、水洗した後
８５℃トルエンにより海成分のポリエチレンを抽出除去し、目付４５０ｇ／ｍ2、厚み０
．９ｍｍの人工皮革基体を得た。
得られた人工皮革基体の片面をサンドペーパーでバフィングし立毛処理した後、含金属錯
塩染料Irgalan Black 2RL（Chiba Geigy）６ｏｗｆ％にて染色し、揉みおよびブラシがけ
処理をしスエード調人工皮革に仕上げた。
得られたスエード調人工皮革は均一な表面を有し十分な黒色に着色されていた。また引裂
強力が高く、風合いが柔らかいものであった。
【００３１】
実施例２
実施例１と同様の方法で、数平均分子量１５０００、ＭＦＲ＝１０のナイロン－６チップ
４０部と実施例１で得られた原着用ポリアミドマスターバッチ１０部およびＭＦＲ＝４０
の直鎖状低密度ポリエチレンチップ５０部をチップブレンダーで混合し、全ポリアミド：
カーボンブラック＝９５：４の割合である、ナイロン－６、原着用ポリアミドマスターバ
ッチおよび直鎖状低密度ポリエチレンチップからなる混合物を得た。
この混合物を実施例１と同様の方法で処理し、カーボンブラックを４％含有している平均
繊度０．００６デシテックスの極細ポリアミド繊維の集束体からなる糸条が得られた。紡
糸時の断糸回数は０回／２４時間であり、紡糸性は良好であった。得られた極細ポリアミ
ド繊維のＭＦＲは５．４であり、極細ポリアミド繊維の物性は破断強度が３．９cN/dTex
、伸度が５８%であり十分人工皮革として使用できる強度を有していた。
次いで含金錯塩染料Vitanyl Green KG（松浦株式会社）５．５ｏｗｆ％を使用して染色す
る以外は実施例１と同様の方法でスエード調人工皮革を得た。
得られたスエード調人工皮革は均一な表面および鮮明に緑色に着色されており、引裂強力
が高く、風合いが柔らかいものであった。
【００３２】
比較例１
実施例１において数平均分子量１３０００、ＭＦＲ＝１７のナイロン－６チップのかわり
に数平均分子量２００００、ＭＦＲ＝２のナイロン－６チップを使用する以外は実質的に
実施例１と同様の方法で、カーボンブラックを８％含有している極細ポリアミド繊維の集
体からなる糸条およびスエード調人工皮革を得た。紡糸性は断糸回数が１０回以上／２４
時間で実質的に操業性の無いものであり、極細ポリアミド繊維の繊度も不均一なものであ
った。得られた極細ポリアミド繊維のＭＦＲは１．５であり、極細ポリアミド繊維の物性
は、破断強度が２．４cN/dTex、伸度が３６%で人工皮革に使用するには不十分な強度であ
った。
得られたスエード調人工皮革は実施例１と同じ程度に黒色に着色されていたが、表面がざ
らついた感触を有しており紡糸欠点に由来する染色斑のあるものであった。また引裂強力
が低く、ボキボキとした風合であった。
【００３３】
実施例３
数平均分子量１５０００、ＭＦＲ＝１０のナイロン－６チップ７５部と実施例１で作製し
た原着用ポリアミドマスターバッチ２５部をチップブレンダーで混合し、ナイロン－６、
原着用ポリアミドマスターバッチからなる混合物を得た。
得られた混合物および直鎖状低密度ポリエチレンチップをそれぞれ別々のエクストルーダ
ーを介し紡糸孔数２４個の直鎖状低密度ポリエチレンの海に上記のポリアミドとカーボン
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ラック混合物／直鎖状低密度ポリエチレン＝６０／４０の吐出量の割合になるよう供給し
、ナイロン－６が島でポリエチレンが海となっている繊維デニールが１１デシテックスの
未延伸糸を得た。断糸回数は２４時間紡糸し０回であり紡糸性は良好であった。得られた
未延伸糸を実施例１と同様の方法で処理し、カーボンブラックを５％含有している平均繊
度０．０１デシテックスの極細ポリアミド繊維の集体からなる糸条が得られた。得られた
極細ポリアミド繊維のＭＦＲは４．８であった。また極細ポリアミド繊維の物性は、破断
強度が４．２cN/dTex、伸度が６３%であり十分人工皮革として使用できる強度を有してい
た。
次いでこのポリアミドと直鎖状低密度ポリエチレンの複合繊維の未延伸糸を実施例３と同
様の方法で処理し、スエード調の人工皮革を得た。
得られたスエード調人工皮革は、均一な表面および鮮明に緑色に着色されており、引裂強
力が高く、風合いが柔らかいものであった。
【００３４】
比較例２
実施例３において数平均分子量１５０００、ＭＦＲ＝１０のナイロン－６チップの代りに
数平均分子量１００００、ＭＦＲ＝３７のナイロン６チップを使用する以外は全て同様の
手順でカーボンブラックを５％含有している平均繊度０．０１デシテックスの極細ポリア
ミド繊維の集体からなる糸条が得た。紡糸時の断糸回数は１０回以上／２４時間で実質的
に操業性の無いものであった。得られた極細ポリアミド繊維のＭＦＲは１２であった。ま
た極細ポリアミド繊維の物性は、破断強度が２．０cN/dTex、伸度が３３%であり、人工皮
革に使用するには不十分な強度であった。
次いでこのポリアミドと直鎖状低密度ポリエチレンの複合繊維の未延伸糸を実施例３と同
様の方法で処理し、スエード調の人工皮革を得た。
得られたスエード調人工皮革は実施例４と同じ程度に緑色に着色されていたが、表面がざ
らついた感触を有しており紡糸欠点に由来する染色斑のあるものであった。また引裂強力
が低く、ボキボキとした風合であった。
【００３５】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明によれば、ポリアミド原着糸の製造に際し、高濃度で着色剤
を含有しても、溶融紡糸時にベンディングや断糸が発生せず、製糸時の工程安定性と繊維
物性に優れた着色ポリアミド系極細繊維発生型繊維を得ることができる。またそれを用い
た人工皮革は容易に濃色化が可能であり、均一に着色され、機械的物性に優れ、かつ非常
に風合いの柔軟なものである。
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